
　

新
規
賛
助
会
員

◎
川
島
酒
造
株
式
会
社
（
新
旭
町
旭
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
可
以
登
楼 

○
株
式
会
社 

大
山
建
設

○
株
式
会
社 

桑
原
組 

○
有
限
会
社 

宏
和
商
事

◯
税
理
士
法
人
・
小
畑
会
計
事
務
所

○
有
限
会
社 

白
浜
荘

○
社
会
福
祉
法
人 

新
旭
み
の
り
会

○
ソ
エ
ダ 

株
式
会
社 

○
株
式
会
社 

Ｔ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
鉄
屋
商
事 

株
式
会
社

○
株
式
会
社 

戸
井
薬
局 

○
と
も
栄 

藤
樹
街
道
本
店

○
中
村
印
刷 

株
式
会
社

○
株
式
会
社 

中
村
測
量
設
計 

○
ニ
ッ
ケ
イ
工
業 

株
式
会
社

○
八
田
建
設 
株
式
会
社

○
有
限
会
社 

馬
場
塗
装

○
三
田
村
印
刷 

株
式
会
社　

  

○
有
限
会
社 

綿
庄
食
品
店  　
　
（
五
十
音
順
）
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縄
文
杉
の
生
命
力
は
ど
こ
か
ら
？

　

八
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
大
捜
索
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
！
屋
久
島
伝
説
の
超
巨
大
杉
」
を
見
ま
し

た
。
世
界
遺
産
・
屋
久
島
の
象
徴
で
あ
る
所

謂
「
縄
文
杉
」。
そ
れ
に
勝
る
未
発
見
の
超

巨
大
杉
を
最
新
科
学
で
捜
す
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
番
組
の
中
で
、
気
に
な
っ
た
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
生
え
る

屋
久
杉
を
見
な
が
ら
、
新
潟
大
学
教
授
崎
尾

均
さ
ん
が
語
ら
れ
ま
し
た
。「
土
壌
が
な
い

か
ら
成
長
が
う
ん
と
遅
い
」「
そ
の
遅
い
の

が
逆
に
年
輪
が
緻
密
に
な
っ
て
腐
り
に
く
い

幹
を
作
る
」
と
。

　

特
に
「
縄
文
杉
」
は
、
高
さ
約
二
十
五
ｍ
、

幹
周
十
六
ｍ
、
推
定
樹
齢
二
千
～
七
千
二
百

年
と
の
こ
と
で
す
。
七
千
二
百
年
、
こ
の
地

球
上
で
一
個
体
が
こ
れ
だ
け
長
く
生
き
延
び

て
き
た
例
は
、
他
に
な
い
で
し
ょ
う
。
縄
文

の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
生
き
通
す
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
の
生
命
力
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

で
し
ょ
う
。

　

普
通
、
堆
積
や
浸
食
等
を
く
り
返
す
地
表

が
、
数
千
年
も
杉
を
支
え
ら
ま
せ
ん
。
地

表
が
変
わ
り
に
く
い
岩
か
ら
成
る
屋
久
島
で

は
、
杉
は
養
分
を
求
め
て
岩
の
あ
ら
ゆ
る
隙

間
に
根
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、
じ
っ
く
り
緻
密

な
年
輪
を
刻
み
ま
す
。
毎
年
、
夏
の
暑
さ
と

湿
気
と
数
々
の
台
風
に
耐
え
て
、
一
段
と

「
根
」
を
張
り
続
け
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て

の
「
根
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。（
Ｈ
・
Ｍ
）

　

あ 

と 

が 

き

　　

 

儒
式
祭
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本　
義
雄

　

儒
式
祭
典
は
毎
年
九
月
二
十
五
日
に
、

わ
が
国
で
は
珍
し
い
文
公
家
礼
（
宋
の
時

代
に
書
か
れ
た
儒
家
の
礼
儀
作
法
の
本
）

に
よ
り
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
。

　

藤
樹
先
生
の
命
日
は
八
月
二
十
五
日
で
、

明
治
の
初

め
ま
で
は

こ
の
日
に

行
わ
れ
て

い
た
。
明

治
に
な
っ

て
暦
が
太

陽
暦
に
改

め
ら
れ
た

り
、
生
徒

た
ち
が
参

拝
る
よ
う

に
な
っ
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

か
ら
九
月
二
十
五
日
に
例
祭
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。

　

儒
教
に
お
け
る
「
死
」
は
、
肉
体
の
呼

吸
停
止
が
始
ま
る
（
心
臓
死
を
意
味
）
と

一
致
し
て
い
た
魂
（
こ
ん
）
と
魄
（
は

く
）
と
が
分
離
し
、
魂
は
天
上
に
魄
は
地

下
へ
と
行
く
。
こ
れ
が
死
で
あ
る
。
礼
制

と
し
て
三
年
の
喪
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

（
論
語
の
陽
貨
編
に
あ
り
）
三
年
の
実
態

は
二
十
五
ヶ
月
で
あ
る
。
そ
の
二
十
五
ヶ

賛
助
会
員
一
覧

月
と
は
足
か
け
で
あ
る
か
ら
満
二
年
プ
ラ

ス
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
で
は
、
死

後
の
日
数
の
数
え
方
は
死
の
前
日
か
ら
数

え
る
。
（
礼
記
、
曲
礼
上
編
）
三
年
の
喪

と
は
、
満
二
年
目
の
忌
日
と
い
う
こ
と
で

決
し
て
満
三
年
で
は
な
い
。
仏
教
も
こ
の

数
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

藤
樹
全
集
に
よ
る
と
、
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
藤
樹
先
生
百
年
祭
を
修

む
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
藤
樹
先

生
百
五
十
年
祭
を
修
む
。
光
格
天
皇
か

ら
「
徳
本
堂
」
の
堂
号
を
賜
る
。
明
治
維

新
怱
忙
の
際
に
あ
っ
て
も
藤
樹
先
生
に
対

す
る
敬
虔
の
念
、
少
し
も
変
わ
る
こ
と
な

く
祭
祀
執
り
行
わ
れ
た
。
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
藤
樹
先
生
二
百
五
十
年
祭

修
む
。

良

知

館

通

信

⑥

　

藤
樹
先
生
二
百
五
十
年
祭
式

　

右
百
五
十
年
及
二
百
年
度
の
儀
式
を
遵
守
す

而
る
に
其
装
飾
舗
設
作
法
細
部
等
詳
か
な
ら
ず

因
て
今
、
京
都
明
倫
舎
の
恒
式
を
酌
量
し
以
て

草
す
る
も
の
な
り
但
餞
品
に
至
り
て
は
時
宜
に

従
ひ
国
禮
に
拠
る
と
云
う
。
明
治
三
十
年
八
月

出
雲
路
興
通
と
あ
る
。
二
百
五
十
年
祭
よ
り
、

口
伝
か
ら
現
在
行
わ
れ
て
い
る
祭
式
が
定
ま
っ

た
。
又
本
年
は
三
百
七
十
年
祭
と
な
る
。




